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ることによって手懸 りが得 られる｡ その試みの一つはニュ｢ロンの興奮を規定
する運動方程式に基いて興奮パターンを詣べようとするものがあり,既に1945
年に行わ枇 ▲2).#二か ら第三への道で,その集団運動の研究が心理現象-の手







に到達 して,発火に到ちず停留 している信号による長時間加重の効果を取 り込
んでい なho叉最近, 自発放電の情報処理に果す役割 も虜 視されているO2)長時
間加重の効果を取 り込んだCaia｡iel一｡ e語 は
e (r) 0,(t-rdt)〕

















とお くと, I/.lt)は,開催を原点にとった時の i細胞の静止電位 と考えてよho乙
(2.1)紘
伊 +dt)-接 ai;･r' . 〔yJ･(t-rdt)〕 (2･2)














対不応期 (闇値 +-)でそれ以上の時間では不変 (Ti)とするO (2 ･5)紘

























するO それには仮想的細胞 yOt) を考え, yO(t距 欄 抱が発火した ら遵ちに -
L.(Ll≫1)をとり不応期間中に徐々にⅩまでに復帰し, 恥 が -ilとⅩの問は
yi't)は巧 をとり, At)がⅩに衝帰後 ui(t)には-Llが負荷 しないようにすれば
よい O そこで次の方程式が得 られるO
リ･(t+dt)- by･tt)(1-1Ⅹ 〔yilt) )+F(t)i I
-T+Ⅹ+b(T-1Ⅹ) (1-1Ⅹ〔Uit)〕)
i (1･一㌔.〔勅 t)〕)N










基太的なニューロン亨 デルは (2 ･1)に提示され るもの と同じく,入力刺激
が重なって闇値以上になると発火が起るとすると,入力が random 夜場合の電
位変動は吸収壁のあるBrowlianmotionと考えることが出来る70)絶対,相対不
応期,過正常期をとり入れて,同 じ考えに立 って random を入力に対す る応答











て確率化が有効であるとい う示唆である｡ CowanlO)はニューロンの sensitibity
の方程式に立脚してそれを'揖ami'ltonianformに変換す ることによって統計力
学の手法に乗せることを試みた｡
ここでは,一般化された神経運動方程式 (2.5) から確率方程式を導 く｡ニ
ューロンの興奮をmostdominantpartと fluctuatedpartか らなるとし
1Ⅹ 〔L/i(t)〕=<S&･(t)ラ +△Si(t)
とするO <S.(t)>の従う運功方程式を導 くo (2 .5)からA
yi(t+dt)--yO(i)-.b空相 (ト1ⅩCyi(t)〕)+F(t)
-T+Ⅹ+b(T-Ⅹl) (卜 1Ⅹ〔yi_t)〕)
-Il (1-1Ⅹ〔舟 )〕+1x〔醐 〕)
n
+)･-x2 LJ･FJ･l L(勅 )
(2.5)はXによらず成立す るか ら, 第 一 式 を Ⅹで 微 分す るo
Oニーbyi(t)1妄 〔yi(t)〕 + F ′ tt )










とすると (5.1), (5 .2)は dt -0で,それぞれ _











).細胞からの入力をaijlx 〔yj(t-TJ-) ) (握し, Ti は i･j間の転達
時間),自発放電がある場合のそのカを ㌔㌃用 とすると一･
F(t)=)･至iaij･1X lyi (tヤ 〕+fsttl
であるか ら
<Fq>=j葺iail:)･Ei5iPi(xIt-Ti)+<fsi(t)>




pi (Ⅹ･t)エ ビαi(W･t)eiwx dw
po(Ⅹ,t)エソ∞ α0 (W,t)eiⅧ dw-(:>⊂)




















A- ei- 1一 意 (Ti- ,i )l
非線型方程式 (2.1)のCaianiello 係数は,興奮確率についての線型方
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